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 遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺 令和元年５月１日 第80号

問質一 般

一
、
ホ
タ
テ
貝
の
大
量
死
の
原
因
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
か
ら
情
報
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
ホ
タ
テ
貝
の
処
理
費
用
は
新
星
マ
リ
ン
漁
協
と
協
議
し
た
の
か
。

二
、
現
在
、
ホ
タ
テ
漁
業
者
は
人
手
不
足
解
消
の
た
め
、
多
く
の
外
国
人
研
修
生

が
働
い
て
い
る
。
住
宅
の
確
保
や
賃
金
・
渡
航
費
の
負
担
等
が
漁
業
者
に
重
く

の
し
か
か
っ
て
い
る
。
行
政
と
し
て
支
援
策
を
検
討
で
き
な
い
の
か
。

三
、
他
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
新
入
学
生
に
ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈

呈
な
ど
を
し
て
い
る
が
、
小
平
町
で
は
実
施
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
　
一
、
結
果
内
容
に
よ
る
対
策
の
検
討
も
必
要

　
　
二
、
方
向
性
が
決
ま
れ
ば
協
議
し
た
い

　
　
三
、
効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
た
い
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ホ
タ
テ
漁
業
と
子
育
て
に
支
援
の
検
討
を
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Ｑ
　
平
成
　
年
度
町
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

３１

一
、
ホ
タ
テ
貝
　
枚
を
調
査
し
た
結
果
、
入
替
直
後
に
へ
い
死
し
て
お
り
８
月
の

３００

海
水
温
度
が
急
激
に
低
下
し
た
こ
と
も
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
と
報
告

は
受
け
て
い
る
。　

年
度
も
継
続
調
査
し
、
漁
協
や
漁
業
者
に
報
告
す
る
こ
と

３１

を
確
認
し
て
お
り
、
結
果
内
容
に
よ
る
対
策
の
検
討
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
、
新
星
マ
リ
ン
漁
協
の
報
告
に
よ
る
と
、
鬼
鹿
と
臼
谷
で
　
名
の
研
修
生
が
来

８０

ら
れ
て
い
る
。
研
修
生
の
受
入
に
つ
い
て
は
受
入
機
関
と
の
契
約
に
よ
り
行
わ

れ
て
お
り
、
解
消
す
べ
き
事
柄
が
発
生
し
た
場
合
は
受
入
機
関
が
解
決
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
町
と
し
て
は
漁
業
振
興
を
図
る
た
め
、

漁
業
組
織
ま
た
は
各
部
会
等
を
通
じ
、
計
画
的
な
事
業
実
施
の
方
向
性
を
決
定

頂
い
た
な
ら
、
具
体
策
を
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
、
入
学
時
の
一
時
的
な
出
費
が
か
さ
む
が
、
町
と
し
て
ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ
ン

を
選
択
す
れ
ば
、
画
一
的
・
統
一
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
選
択
肢
が
狭
ま
る
と

思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
新
入
学
生
と
し
て
、
保
護
者
、
家
族
で
多
様
な
価
値
観
を

持
つ
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
年
度
、
第
１
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
検
証
を
行
い
、
本
件
を
含
め
よ
り
効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

　
農
地
も
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
深
刻
化
し
て
お
り
、
農
地
の
流
動
化
は

困
難
な
状
態
で
す
。
本
沢
の
基
盤
整
備
は
昭
和
　
年
・
　
年
代
前
半
の
整
備
の
た
め
、

４０

５０

広
区
画
を
し
な
け
れ
ば
今
の
機
械
化
が
進
ま
な
い
状
況
で
、
早
急
に
圃
場
整
備
等
の

対
応
が
必
要
で
耕
作
放
棄
地
を
防
ぐ
た
め
、
基
盤
整
備
・
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
農

地
維
持
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
農
業
施
策
に
つ
い
て
は
、

広
域
な
農
協
で
あ
る
た
め
、
地
区
の
自
治
体
が
中
心
と
な
り
各
関
係
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
施
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ａ
 一
、基
盤
整
備
・
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
農
地
維
持
を

　
農
業
委
員
会
会
長
　
吉
　
本
　
淳
　
一

一
、
国
の
各
交
付
金
・
農
業
再
生
協
議
会
で
作
物
ご
と
の
取
り
組
み
方
針
に
よ
り
、

産
地
資
金
適
正
配
分
を
行
い
、
農
地
保
全
・
経
営
安
定
化
・
農
地
健
全
利
用
や
大

型
機
械
導
入
に
よ
る
労
働
者
不
足
解
消
を
図
り
後
継
者
の
安
定
営
農
の
継
続
の
た

め
、
道
営
事
業
に
よ
り
農
業
用
施
設
改
修
・
農
地
整
備
事
業
・
農
業
基
盤
整
備
促

進
事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
本
沢
に
つ
い
て
は
、
道
営
事
業
か
国
営
事
業
か
農

業
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を
し
て
早
期
に
進
め
た
い
。
ま
た
行
政
と
し
て
農
業
振

興
計
画
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
策
定
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

二
、
平
成
　
年
度
は
７
組
の
予
約
が
あ
る
状
況
で
、
都
内
で
の
相
談
会
や
回
帰
セ
ン

３１

タ
ー
と
の
連
携
、
町
の
魅
力
情
報
の
発
信
等
を
進
め
、
管
内
的
な
拠
点
化
と
管
内

連
携
を
図
り
、
取
り
進
め
た
い
。

三
、
元
気
な
高
齢
者
の
環
境
づ
く
り
の
中
で
、
知
識
・
経
験
を
生
か
し
、
福
祉
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
、
防
災
、
環
境
、
産
業
等
で
メ
ニ
ュ
ー
を
備
え
、
高
齢
者
の
知
識
・
技
術

を
社
会
に
還
元
す
る
就
労
環
境
づ
く
り
と
健
康
で
長
生
き
で
き
る
た
め
行
政
と
し

て
努
め
る
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

一
、
産
業
振
興
施
策
の
農
業
施
策
に
お
い
て
農
業
者
の
安
定
し
た
農
業
経
営
の
維
持

や
将
来
展
望
、
後
継
者
対
策
等
及
び
農
地
の
健
全
な
利
活
用
に
つ
い
て
ど
の
様
に

進
め
る
か
。

二
、
生
活
環
境
施
策
の
移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て
、
移
住
体
験
用
住
宅
「
ち
ょ
い

蔵
」
の
活
用
・
現
状
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
。

三
、
福
祉
施
策
の
高
齢
者
対
策
で
高
齢
者
の
方
々
の
経
験
・
知
識
等
を
生
か
す
た
め

の
就
労
活
動
・
世
代
間
交
流
等
、
生
き
が
い
対
策
・
社
会
参
加
活
動
を
進
め
る
事

が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ

一
、道
営
事
業
に
よ
る
農
業
用
施
設
改
修
・
農
地
整
備
事
業
採
択
に
向
け
事
務
を
進
め
る

二
、拠
点
化
し
た
中
で
、管
内
連
携
を
図
り
、魅
力
あ
る
情
報
発
信
を
行
う

三
、高
齢
者
の
知
識
・
技
術
を
社
会
に
還
元
す
る
就
労
環
境
づ
く
り
に
努
め
る


